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内容の要旨および審査の結果の要旨
子宮内膜と乳腺上皮はともにホルモン依存性であり，その腫瘍の発生と増殖には女性特有のホルモン環
境が密接に関連している。本研究では，ホルモン感受性を有するとされている乳腺および子宮内膜由来の
悪性腫瘍細胞株のそれぞれＺＲ７５－１株およびＲＬ９５－２株を用い，各種濃度のエストラジオール
(estradioLE2)，テストステロン(testosterone,Ｔ)，プロゲステロン(progesterone,Ｐ)およびデヒド
ロエピアンドロステロン(dehydroepiandrosterone,DHA)を，種々の培地条件下で単独あるいは併用
添加し，細胞培養系における性ステロイドの細胞増殖に及ぼす影響について検討し，次の結果を得た。
1）ＺＲ７５－１に関しては，デキストラン・チャコール処理血清含有培地で培養した場合，Ｅ2添加によ
りl0-IImol/l～10~`ｍCl/lの濃度範囲で細胞増殖は促進した。ＤＨＡ添加では10~6mol/lで細胞増殖の
促進が認められた。Ｔ添加では有意の変動を示さなかった。
2）デキストラン・チャコール処理血清含有培地におけるホルモン同時混合添加では，Ｅ２＋ＤＨＡの場
合，その細胞増殖促進作用はＥ２単独添加の場合とほぼ同様であった。Ｅ210-8mol/l又はＤＨＡ10-6
mol/l単独添加時に認められた増殖作用は，Ｔの同時添加によって抑制された。
3）無血漬培地下では，Ｅ２又はＤＨＡの単独添加により細胞増殖は促進した。Ｔ又はＰの単独添加の場
合には添加濃度の上昇に伴って細胞増殖は抑制された。
4）無血漬培地下では，低濃度Ｐの混合添加により，Ｅ210~８mol/lおよびＤＨＡ10~`ｍCl/lの細胞増殖
作用はさらに促進され，一方，高濃度Ｐの混合添加では細胞増殖は抑制された。この細胞増殖パタンは
Ｐ単独添加の場合とは異なるパタンを示した。
5）無処理血清含有培地では，Ｅ２又はＴ単独添加の場合には軽度の細胞増殖抑制が認められた。
6）ＲＬ９５－２では，いずれの培地下においても高濃度の性ステロイドホルモン添加により細胞増殖抑
制効果が認められたが，低濃度，中等濃度では著変が認められなかった。
以上，本研究は性ホルモンに感受性を有する腫瘍細胞の培養系におけるホルモン反応性の動態について，
いくつかの新知見を得たものであり，婦人科腫瘍内分泌学に資する労作と認められた。
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